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Village Topics

ドウダンツツジドウダンツツジまつり開催まつり開催ドウダンツツジまつり開催

　

当
日
は
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和

で
、
盛
況
に
よ
り
送
迎
バ
ス
に
乗

車
出
来
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り

御
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
型
企
画

と
し
ま
し
て
村
内
の
植
物
愛
好
家

で
あ
り
ま
す
野
村
守
佑
氏
の
植
物

解
説
を
聞
き
な
が
ら
妹
背
峠
錦
山

入
り
口
〜
錦
山
公
園
イ
ベ
ン
ト
広

場
ま
で
午
前
・
午
後
の
２
回
、
参

加
者
に
春
の
山
歩
き
を
満
喫
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
土
佐

植
物
研
究
会
会
員
の
森
野
高
明
氏

に
は
午
前
・
午
後
の
２
回
、
錦
山

公
園
に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
い

た
後
、
実
際
に
植
物
を
観
察
し
公

園
内
を
散
策
し
な
が
ら
植
物
に
対

す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
自
然
の
も
の
で
遊
ぼ
う
」
と

題
し
て
日
高
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

日
高
村
内
で
木
工
品
の
製
造
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
『
ゆ
う
木
工

芸
』
代
表　

谷
岡
昇
氏
の
御
協
力

に
よ
り
ま
し
て
、
竹
や
木
を
使
っ

た
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
、
遊
び
方

を
御
指
導
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

商
工
会
青
年
部
か
ら
は
山
の
恵
み

を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
山

菜
て
ん
ぷ
ら
う
ど
ん
を
販
売
し
、

予
想
以
上
に
反
響
が
大
き
く
、
お

か
げ
様
で
準
備
し
て
い
た
も
の
は

完
売
致
し
ま
し
た
。『
日
高
村
春

花
エ
コ
ま
つ
り
』
の
名
称
の
と
お

り
、
今
回
も
前
回
同
様
、
来
場
者

に
提
供
す
る
飲
食
物
に
つ
き
ま
し

て
は
、
出
来
る
限
り
使
い
捨
て
容

器
や
割
り
箸
は
使
用
せ
ず
、
洗
う

こ
と
で
何
度
で
も
使
用
で
き
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
・
箸
を
使
用
し
、

ゴ
ミ
の
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

錦
山
公
園
周
辺
は
、
春
の
花
・

秋
の
紅
葉
と
一
年
に
２
度
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
国
内
で
も
珍
し
い
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
自
生
地
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
他
非
常
に
稀
有
な
植
物

に
出
会
え
る
貴
重
な
地
域
資
源
の

宝
庫
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
前
に
は
錦
山
公
園
周

辺
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

ゴ
ミ
の
投
棄
が
目
に
つ
く
場
所
も

あ
り
ま
し
た
。
今
後
こ
の
す
ば
ら

し
い
自
然
の
景
観
を
守
る
た
め
に

も
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
や
草
木
の
無

断
採
取
を
し
な
い
等
皆
様
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　４月19日㈰、錦山公園におい
て日高村商工会青年部主催により
『日高村春花エコまつり』のひとつ
である「ドウダンツツジまつり」が
関係者各位のご協力を頂き開催され
ました。
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Village Topics

　

去
る
４
月
26
日
㈰
、
県
内
有
数
の
ミ
ナ

ミ
ヤ
ン
マ
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
る
渋

川
ト
ン
ボ
公
園
で
、
渋
川
ト
ン
ボ
を
守
る

会
及
び
日
高
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
推
進

協
議
会
に
よ
る
遊
歩
道
整
備
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
6
月
21
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る

「
渋
川
ト
ン
ボ
ま
つ
り
」
に
向
け
て
、
ぬ

か
る
ん
だ
池
の
周
囲
を
安
心
し
て
歩
け
る

よ
う
に
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、

朝
9
時
よ
り
集
ま
っ
た
24
名
の
参
加
者
に

よ
り
、
鉄
道
の
枕
木
約
130
本
を
ト
ン
ボ
池

の
周
囲
に
敷
設
す
る
作
業
が
行
わ
れ
、
昼

前
に
は
約
70
メ
ー
ト
ル
の
り
っ
ぱ
な
遊
歩

道
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
移
植
し
た
カ
キ
ツ
バ
タ

も
き
れ
い
に
咲
き
、
池
に
は
た
く
さ
ん
の

メ
ダ
カ
も
泳
い
で
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

こ
れ
か
ら
7
月
に
か
け
て
ミ
ナ
ミ
ヤ
ン
マ

を
は
じ
め
ト
ン
ボ
の
季
節
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ト
ン
ボ
公
園
に
遊
び
に

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

渋
川
ト
ン
ボ
を
守
る
会
（
浜
田
征
幸
会

長
）
で
は
、
ト
ン
ボ
を
保
護
し
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
な
ト
ン

ボ
公
園
と
し
て
、
今
後
も
整
備
を
進
め
て

い
く
計
画
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

渋川トンボ公園渋川トンボ公園にに遊歩道遊歩道完成完成

重くて大変だった枕木の運搬作業

完成した遊歩道
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総務課
　　　より

日時：６月19日㈮
　　　13時～15時
場所：日高村社会福祉センター

　行政相談員の中村宏一さんが、下記の仕事に
ついて、住民の皆様からの苦情や意見・要望等
を受け、その解決や実現のお手伝いをしていま
す。

①国の仕事
②ＪＲ・ＮＴＴ等の特殊法人の仕事
③県や市町村が国の補助を受けて行ってい
る仕事

　お気軽にご相談ください。

６月の行政相談

　学校や家庭、友達関係の
悩みごと等相談を受け付け
ます

相談無料、秘密厳守

期間　平成21年６月28日㈰～７月４日㈯
時間　平日：8：30～19：00まで
　　　土日：10：00～17：00まで
場所　高知地方法務局人権擁護課　
　　　（高知市小津町4－30）
☎ 0120－007－110（フリーダイヤル）

「子どもの人権110番」
強化週間

１
．
募
集
の
趣
旨

　

日
高
村
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
有
効
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
村
民
の
村
づ
く
り
へ
の
参
加
意
欲
を

高
め
、
村
民
活
動
が
よ
り
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

促
す
た
め
、
広
く
村
民
の
方
々
に
補
助
事
業
の
提
案
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

２
．
募
集
の
内
容

　

平
成
21
年
度
に
、
日
高
村
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す

る
事
業
に
つ
い
て
の
募
集
（
申
請
）
を
受
付
ま
す
。

　

募
集
（
申
請
）
の
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

特
に
分
野
等
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
民
の
文
化

や
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
村
が
関
与
す
る
公
益
上

の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
具
体
的
な
目
標
を

も
っ
て
取
り
組
め
る
事
業
と
し
ま
す
。

３
．
応
募
者
の
資
格

　

日
高
村
内
に
あ
る
団
体
で
、
政
治
活
動
・
宗
教
活
動

お
よ
び
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
団
体
と
し
ま
す
。

４
．
応
募
（
申
請
）
方
法

⑴ 

提
出
書
類

　

１
．
補
助
金
交
付
申
請
書

　

２ 

．
申
請
事
業
以
外
に
団
体
で
実
施
し
て
い
る
事
業

平
成
21
年
度
日
高
村
補
助
事
業
を
募
集
し
ま
す

申請から
決定までの流れ

各種団体等の
申請

主管課受付

庁内評価機関
の審査

日高村補助金
審査会

補助金交付
決定

が
あ
る
場
合
は
、
団
体
全
体
の
収
支
が
わ
か
る
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵ 

募
集
（
申
請
）
期
間

　

平
成
21
年
６
月
８
日
㈪
か
ら
平
成
21
年
７
月
７
日
㈫

ま
で
必
着

⑶ 

提
出
方
法

　

事
業
内
容
に
よ
り
、
担
当
主
管
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

事
業
内
容
が
わ
か
り
に
く
く
提
出
先
が
不
明
な
場
合

は
、
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
応
募
上
の
注
意
事
項

⑴ 　

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
補
助
金
交
付
申
請
書
の
内

容
は
、
個
人
情
報
に
該
当
す
る
部
分
を
除
き
原
則
と

し
て
公
表
し
ま
す
。

⑵ 　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
は
、
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
。
記
載
内
容
の
確
認
の
た
め
、
問
い
合
わ
せ
を

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
写
し
を
と

り
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
村
役
場　

総
務
課　

日
高
村
本
郷
61

－

1

　

☎ 

２
４

－

５
１
１
３
（
内
線
24
番
）
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水
稲
共
同
防
除
に
対
す
る
ご
協
力
の
お
願
い

中
央
農
業
共
済
組
合
、
井
ノ
峯
、
九
頭
、

本
郷
、
沖
名
下
、
沖
名
上
・
中
、
下
分
、

防
除
班

　

本
年
度
も
圃
場
整
備
区
域
内
の
水
稲
一
斉

防
除
を
下
記
の
日
程
に
よ
り
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
共
同
防
除
は
、
農
家
の
皆
様
は
も
と

よ
り
、
防
除
所
、
村
役
場
、
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、
農
協
等
の
協
力
を
得
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
液
剤
散
布
の
方
法
に
よ
り
少

な
い
農
薬
を
効
果
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
環
境
保
全
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
行
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
朝
早
く
か
ら
の
騒
音
や
関
係
車
輌

の
往
来
、
微
量
の
農
薬
霧
の
飛
沫
等
で
、
近

所
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
存

じ
ま
す
が
、
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

詳細はNOSAI中央までお問い合わせ
ください。　☎ 24－5611

共同防除予定表

防除地区 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

下　分 6/27 朝 全 7/18 朝 全 8/17 朝 普 9/ 5  朝 普
本　郷 6/30 朝 早 7/16 朝 早 8/ 8  朝 普 8/26 朝 普
井ノ峯 6/30 晩 早 7/18 晩 早 8/14 晩 普 8/29 晩 普
沖名上・中 6/27 晩 早 7/14 晩 早 8/11 晩 普 8/25 晩 普 9/ 5  晩 普
沖名下 7/ 1  朝 早 7/14 朝 早 7/23 朝 普 8/25 朝 普
九　頭 6/29 朝 早 7/17 朝 早 8/13 朝 普 8/28 朝 普

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
散
布
に
際
し
ま
し
て
は
、
十
分
注
意

を
し
て
実
施
し
ま
す
が
車
輌
、洗
濯
物
、ペ
ッ

ト
等
は
格
納
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

作業時間

　朝の部　午前３時頃～９時頃
　晩の部　午後５時頃～10時頃

早=早稲

普=中生稲

全=両方

　

共
同
防
除
日
程
は
天
候

等
に
よ
り
、
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⎧⎩

⎫⎭

四国電力（筏津ダム）
からのお願い

　今年も出水シーズンを迎え、ダムから放流※

する機会が多くなります。
　ダムから放流するときは、あらかじめサイレ
ンを鳴らしてお知らせしますので、川を利用さ
れる方は、増水に注意くださるようお願いいた
します。

　筏津ダム放流量等の情報は、フリーダイヤル
（無料）で24時間放送しておりますので、ご利
用ください。

※ 四国電力筏津ダムは発電専用であり、ダムへ流

れ込んできた水を発電に使用しますが、雨等で

最大発電を越える水が流れ込んできた場合は、

ダムから放流することとなります。

四国電力株式会社　筏津ダム管理所
☎ 0889－26－1173

サイレンの鳴らしかた

１分吹鳴 １分吹鳴

（休み）

15秒

仁淀川親子ふれあいバスツアー

参加者募集！！

仁淀川流域交流会議および仁淀川

漁協では、親子連れを対象にバス

ツアーを計画しました。

日程など詳しくは次のとおりです。

皆さまの参加をお待ちしております。

日　　時：平成21年７月５日㈰午前７時～　　　小雨決行
　　　　　ただし、台風・洪水の場合は延期（予備日７月12日㈰）
集合場所：仁淀川漁協（いの町4055番地5）
参加対象：親子連れ（小学生）
参 加 費：保護者のみ 500円　
昼　　食： 弁当は各人で持参してください。鮎の塩焼き（漁

協提供）もあります。
申込み締め切り：６月22日㈪

コース予定
　•仁淀川の見学
　•親子アユ放流体験
　•釣り堀（アマゴ）体験
　•アマゴつかみ取り（持ち帰り）
　•横倉山自然博物館見学

申込み・お問い合わせ先

仁淀川漁協　　　　

☎ 088－893－2300
℻   088－893－2338
または
日高村役場　総務課

☎24－5113

フリーダイヤル 0120－26－3679
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 建設課
　　　より

　生活環境の保全を図るため「高知県土砂等の埋立て等の規制に
関する条例」が６月１日から施行されます。埋立てを行う業者だ
けでなく、埋立てに利用する土地の所有者などにも規制があり、
違反すると罰則が科せられます。

【対象者】

① 土砂の埋立て等を行う者

②  土砂の埋立て等に利用する土地の所有者等

③  特定事業者（埋立て等に利用する面積が３千㎡以上のもの）

【内　容】

①  土壌基準に適合しない土砂による埋立ての禁止

　　 土壌基準に適合しない土砂による埋立てや、そのための土地
を提供することは禁止されます。

② 崩落などの防止

　　土砂の崩落・飛散・流出を防ぐ措置を行わなければなりません。
③ 特定事業への規制

　　 特定事業者は、あらかじめ知事の許可を受けなければなりま
せん。

　※  公共事業や他の法令による認可事業、土砂の運搬距離が50㎞
以内（船輸送は除く）は対象外

６月から土砂の埋立てが
規制されます‼

産業環境課　　　　 より

日高村もへい商品券
取扱事業所の追加について

プレミアム付

日高村もへい商品券

好評発売中!

５月１日より

下分地区

サンフラワーレスト
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みんなで集まろう

2009年高岡教育総合フェスタ2009年高岡教育総合フェスタ
～出会い・ふれあい・学びあい～「再発見！高岡」

　子どもたちの合唱、合奏、演劇、様々な展示・体
験コーナーや地域産品の販売等地域ぐるみの教育

フェスティバルです。

須崎市立市民文化会館　2009年６月28日㈰　9：30～
主催　高岡地区市町村教育委員会連合会　他

教育委員会　　　　 より
昨年の感動を再び！

今年は、能津小学校児童による演劇

「～もうひとつの西遊記～」を

須崎市立市民文化会館の大ホールで発表します。

みんなで能津小学校の劇を見に行きませんか？
能津小学校の上演時間は14：40～15：40

 ご寄付御礼

　本年も妹背の松岡秀直さんより、
日下小学校、日高中学校、村立図
書館に対してそれぞれ10万円ずつ、
計30万円のご寄付をいただきまし
た。村内の子どもたちのために、
図書の充実をしてほしいという、
松岡さんの志に添って、有効に使
用させていただきたいと思います。
どうもありがとうございました。

６
月
は
高
知
県
の
「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」

　

高
知
県
で
は
、
６
月
を
「
男
女
共
同
参
画
推
進

月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

共
同
参
画
と
は
、「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」

と
い
う
固
定
的
な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、

男
女
が
お
互
い
に
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
認
め
合
う
意
識
を
持
つ
こ
と
な
の
で
す
。

　

女
性
も
男
性
も
と
も
に
、
一
人
の
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
自
分
の
意
思
と
責
任
で
自
由
に
生
き

方
を
選
択
で
き
る
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
え

る
社
会
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

◎ 

家　

庭

   

家
庭
生
活
の
負
担
が
女
性
だ
け
に
偏
っ
て
い
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
女
性
も
男
性
も
協
力
し
合

い
家
族
全
員
が
役
割
分
担
す
れ
ば
、
一
人
だ
け
負

担
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

◎ 

地　

域

   

町
内
会
や
自
治
会
な
ど
、
日
常
活
動
は
女
性
に

任
せ
っ
ぱ
な
し
で
、
役
員
や
代
表
者
は
男
性
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

み
ん
な
が
参
加
で
き
る
、
お
互
い
の
意
見
を
尊
重

す
る
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
は
、
固
定
的
な

役
割
分
担
の
見
直
し
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

誰
も
が
自
分
の
希
望
を
か
な
え
、
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
こ
と
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に

つ
な
が
り
ま
す
。

※ 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
県
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課
（
☎ 

０
８
８
・
８
２
３
・
９
６
５
１
）

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ソ
ー
レ
（
☎ 

０
８
８
・
８
７
３
・
９
１
０
０
）
ま
で

新型インフルエンザに
関する相談は下記の
とおりです。

※  発熱（38℃以上）、のどの痛み、せき、

息切れ等インフルエンザ様の症状が

あり、感染がご心配な方は、直接医

療機関を受診せず、こちらにご相談

ください。 

●中央西福祉保健所
　　☎ 0889－22－1240

●高知県発熱相談センター
　相談時間：平日の8：30～17：30

　

24時間相談電話：☎ 088－823－9092

【参考】厚生労働省電話相談口

対応時間：4月27日以降当分の間

　　　　　9:00～21 :00

　　　　　※土曜日・日曜日・祝日含む

☎ 03－3503－9031・6079
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健康福祉課　　　　 より

　聴覚に障がいのある人の為に文字で情報を伝
えるボランティアの要請講座を開催します。
　できるだけ多くの方のご参加をお待ちしてお
ります。

日時　７月４日㈯～10月31日㈯全18回
　　　毎回土曜日9：00～12：00
　　　基礎課程　７月４日㈯～９月12日㈯全11回
　　　応用課程　９月19日㈯～10月31日㈯全７回
会場　高知市障害者福祉センター
　　　高知市旭町２丁目21－6

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

対象者　 ボランティア活動に理解があり、
　　　　継続して活動できる社会人の方
定員　手書き要約筆記奉仕員　30名
　　　パソコン要約筆記奉仕員　30名
受講料　無料（ただし、テキスト代など実費2,500円）
申込期間　６月１日㈪～６月20日㈯
申込方法　電話又はＦＡＸ
問い合わせ・申込先

　特定非営利活動法人　要約筆記　高知・やまもも
　養成講座担当：廣田まで
　☎＆FAX 088－842－2519

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
（
第
９
回
特
別

弔
慰
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
主
な
支
給
対
象
者
）

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
の
間
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
亡
く
な
る
な
ど
し
た
こ
と

に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
前
記
年
金
給
付
の
受
給
権
者
が
い

な
い
場
合
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
内
容
）
額
面
24
万
円
、
６
年
償
還
の
記
名
国
債

（
請
求
期
間
）　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で

※ 

第
８
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
た
方
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
請
求
窓
口
）
日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

1  

平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

2 
戦
没
者
等
の
子

3 

戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫

　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
の
う
ち
平
成
21
年
４

月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
し
て
い

た
と
し
て
も
氏
が
変
わ
っ
て
い

な
い
方
又
は
同
日
に
お
い
て
遺

族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し

て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

4  

上
記
３
以
外
の
戦
没
者
等
の

①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
い
方
や
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
が
上
記

３
に
該
当
し
な
い
方
。

5  

上
記
１
か
ら
４
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
遺
族

※ 

戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続
く

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

要約筆記奉仕員養成講座について要約筆記奉仕員養成講座について

　平成21年５月号10ページの「平成21年度から平成23年度までの介護保険料決定」の別表に誤りがありましたの
で、お詫びして訂正させていただきます。

別表　　平成21年度から平成23年度の介護保険料

段　階 対　　象　　者 年　額 月　額

第１段階 生活保護受給者。老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の方 28,800 円 2,400 円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額＋課税年金額が80万円以下の方 28,800 円 2,400 円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で第２段階以外の方 43,200 円 3,600 円

第４段階 本人が住民税非課税で、世帯員に住民税が課税されている方 57,600 円 4,800 円

第５段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が200万円未満の方 72,000 円 6,000 円

第６段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が200万円以上の方 86,400 円 7,200 円

お 詫 び と 訂 正
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＊ 
対
象
年
齢
を
過
ぎ
な
い
よ
う

に
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
接
種
料
金
は
無
料
で
す
。

● 

三
種
混
合
予
防
接
種

　

 

生
後
3
か
月
か
ら
生
後
90
か
月
の

間
に
接
種
し
ま
す
。

Ⅰ
期
初
回

　

 

20
日
〜
56
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い

て
3
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
生

後
3
か
月
以
降
で
き
る
だ
け
早
期

に
接
種
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
期
追
加

　

 

Ⅰ
期
初
回
接
種
（
3
回
）
終
了
後

12
か
月
に
達
し
た
時
か
ら
18
か
月

に
達
す
る
ま
で
の
期
間
に
1
回
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
二
種
混
合
予
防
接
種

　

対
象
年
齢　

11
歳
以
上
13
歳
未
満

＊ 

13
歳
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

例
）

 

平
成
８
年
６
月
10
日
生
ま
れ
の
方　

⬅　

 

平
成
21
年
６
月
８
日
ま
で
に
受
け
る

● 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　

対
象
年
齢　

生
後
６
か
月
未
満

　

＊ 

生
後
６
か
月
に
な
る
日
の
前
々

日
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

（
１
期
・
２
期
・
３
期
・
４
期
）

＊ 

病
院
受
診
さ
れ
る
時
は
、
予
診
票

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

定
期
予
防
接
種
の
予
診
票
は
対
象

年
齢
に
達
す
る
前
（
約
１
か
月
前
）

に
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

 

た
だ
し
、
二
種
混
合
と
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
（
２
期
・
３
期
・
４
期
）

は
当
該
年
度
当
初
に
個
別
通
知
を

し
て
い
ま
す
。

＊ 

転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》　

　

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
24

－

７
８
５
１

毎年６月は「食育月間」
毎月19日は「食育の日」

です。
　食は、生きる力を身につけ、豊かな人間性を
育んでいく基本となるものです。
　国や県・市町村では、健全な食生活を実践す
ることができる食育を推進しています。
　食育により、「食」に関する知識と「食」を
選択する力を習得し、健全な食生活を実践する
ことができる人間を育てることができます。
　県では、毎月19日を「家族そろっていただき
ますの日」と設定し、できる限り地域の食材を
使い家族全員で調理し、家族そろってゆっくり
食事をいただき、食育について考え実践する運
動を展開しています。

（中央西地区食生活改善推進協議会・

中央西福祉保健所）

はやねちゃん

毎月19日は食育の日
「家族そろって
いただきますの日」
です。

金
婚
夫
婦
祝
福
の
ご
案
内

　

本
年
、
結
婚
50
年
を
迎
え
る
金
婚
夫
婦
に
記

念
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈
し
、
長
寿
と
夫
婦
円

満
を
祝
福
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

記　

資 

格　

昭
和
34
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31

日
ま
で
に
婚
姻
届
を
出
し
て
い
る
ご
夫
婦（
そ

れ
以
前
の
届
出
で
も
初
め
て
申
し
込
む
方
は

可
）

申 

込
方
法　

別
添
「
平
成
21
年
度
金
婚
夫
婦
祝

福
に
つ
い
て
」
の
申
込
書
に
よ
る
か
、
便
箋

に
ご
夫
婦
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

結
婚
記
念
日
を
明
記
し
、
日
高
村
役
場　

健

康
福
祉
課
あ
て
に
６
月
末
日
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
日
高
村
の
み
の
申

請
の
方
は
８
月
中
旬
ま
で
可
）

【
問
い
合
わ
せ
先 

】

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

　
　
　

住
所　

日
高
村
本
郷
61

－

１
番
地

　
　
　

☎　
　

24

－

５
１
９
７
（
直
通
）

《
追 

記
》　

高
知
新
聞
社
等
主
催
「
第
52
回　

金

婚
夫
婦
祝
福
式
典
」
の
申
込
は
、
高
知
新
聞

企
業
事
業
企
画
部
、ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本（
婚

姻
届
の
年
月
日
・
生
年
月
日
の
記
載
の
あ
る

も
の
謄
本
で
も
可
）
と
便
箋
に
ご
夫
婦
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
結
婚
記
念
日
を
記
載
し
、
郵
便
番

号
７
８
０

－

８
６
６
（
住
所
不
要
）（
株
）高

知
新
聞
企
業
事
業
企
画
部
「
金
婚
式
」
係
あ

て
に
郵
送
ま
た
は
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
期
限
は
、
７
月
３
日
㈮
で
す
。

《
予
防
接
種
は
お
早
め
に
》

対象年齢 接種期間

１期 １歳～２歳未満
＊ 生後１歳～満２歳に
達する前々日までに
受けてください。

２期 小学校就学前の
１年間（年長組） ＊ 当該年度中（平成21

年４月１日～平成22
年３月31日まで）に
受けてください。

３期 中学校１年生に
相当する年齢の方

４期 高校３年生に
相当する年齢の方
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新型インフルエンザと
メキシコの旅

受 験 資 格：昭和44年４月２日～昭和55年４月１日生まれの者

採用予定数：全区分合計で150名程度

採用予定日：採用はおおむね平成22年４月１日

住 所 等 氏　　名

中 村 戸梶　文夫
奥 の 谷 三宮　力子

〃 戸梶喜久子
鍛 冶 屋 南 矢野　忠茂

〃 矢野千津子
〃 矢野　美香

長 山 田 金子　章代
暮 月 黒岩　篤史
西 田 秋本　智弥

〃 大﨑　千江
小 村 戸梶　忠司
県 営 住 宅 森　　宮子
大橋東マンション 西森　卓也
大 橋 西 森下　卓也

４月28日実施 献血にご協力ありがとうございました
住 所 等 氏　　名

大 橋 西 矢野　澄枝
父 原 三宮　慶久

〃 隅田　敬子
妹 背 松岡　一宏
梅 ヶ 坂 中山　　寛
柏 井 野村美佐子
大 和 田 大和田博光

〃 山本　裕司
岡 端 山﨑　博康
宇 井 柏井　康志
長 崎 片岡　信次
宮 谷 門田　美恵

〃 澁谷　和枝
〃 中岡　史帆

住 所 等 氏　　名

猿 田 藤原信太郎
〃 矢野　直樹

戸 梶 澁谷　豊顕
岩 目 地 西 川瀬　富貴

〃 川瀬　　康
岩 目 地 東 藤岡　利幸

〃 正岡　京子
〃 和田　靖子

九 頭 馬場　　惇
〃 森下　忠道

役 場 川村　正仁
〃 西村　篤史
〃 藤岡　明仁
〃 増井　亜紀

住 所 等 氏　　名

役 場 松本　直久
サングリーンコスモス 大和田昌子
日高郵便局 竹本　　求
日高村商工会 内田　知行
訪問介護ゆうか 松田　敬子
い の 町 藤原　　泉
佐 川 町 大山　雄生
越 知 町 鳥飼　幸司
高 知 市 清藤　和明

〃 萩野　達也
〃 森下　理恵
〃 箕輪　智章

＊次回の献血は８月30日㈰に保健センターにて実施いたします。ご協力をお願いします。

大
おお

手
て

・搦
からめ

手
て

大手（大手門）・搦め手（裏門）にちなんで編集委員

が所感・雑感をあらゆる方角から述べるコーナーです。

平成21年度国家公務員中途採用者選考試験について平成21年度国家公務員中途採用者選考試験について人事院四国事務局より

この試験の問い合わせ先

人事院人材局試験課

☎ 03－3581－5326

　

連
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル
の
流
行
と
、
そ

の
発
生
源
メ
キ
シ
コ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、

時
に
は
、
最
初
の
感
染
地
区
オ
ア
ハ
カ
の

名
も
出
て
く
る
。
そ
の
名
を
聞
く
と
懐
か

し
い
気
分
に
な
る
。
私
に
は
25
年
前
そ
こ

に
米
国
人
ハ
ド
ソ
ン
親
子
に
ひ
っ
つ
い
て

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
経
由
で
旅
し
た
思
い

出
が
あ
る
。

　

シ
テ
ィ
ー
は
海
抜
２
，０
０
０
ｍ
の
盆

地
に
あ
る
人
口
約
２
，０
０
０
万
人
の
大

都
市
で
、
空
気
が
よ
ど
み
や
す
く
ス
モ
ッ

グ
も
発
生
し
や
す
い
。
そ
こ
で
３
泊
し
た

が
、
夜
咳
が
出
て
水
を
飲
ん
だ
り
風
邪
薬

を
の
ん
だ
り
し
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
呼
吸
器
官
に
炎
症
が
起
こ
り
や
す
く
、

又
、
も
し
イ
ン
フ
ル
の
初
期
症
状
が
出
て

も
風
邪
位
に
思
っ
て
油
断
す
る
の
で
は
な

い
か
と
想
像
す
る
。

　

シ
テ
ィ
ー
か
ら
空
路
で
行
っ
た
オ
ア
ハ

カ
は
、
海
抜
１
，５
０
０
ｍ
の
人
口
26
万

の
都
市
で
あ
る
。
市
西
郊
外
に
世
界
遺
産

モ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ン
の
遺
跡
が
あ
る
。
主

に
米
国
人
の
観
光
客
が
け
っ
こ
う
多
く
来

る
。
特
に
ク
リ
ス
マ
ス
前
後
に
は
、
お
祭

り
も
あ
っ
て
客
が
多
い
。
私
達
が
行
っ
た

の
も
そ
の
頃
で
あ
る
。
夜
の
お
祭
り
で
は
、

色
と
り
ど
り
の
電
球
で
明
る
く
し
た
広

場
に
楽
団
を
の
せ
た
車
や
楽
隊
が
次
々
に

や
っ
て
き
て
行
進
、時
に
は
、踊
り
も
あ
る
。

　

楽
し
げ
に
広
場
を
ね
り
歩
く
人
達
を
見

て
い
る
と
、
私
も
参
加
し
た
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
私
の
心
中
を
察
し
て
か
、
ハ
ド
ソ

ン
は
私
に
つ
け
ひ
げ
を
渡
し
て
〝
楽
し
ん

で
こ
い
〞
と
い
う
。
ひ
げ
と
ア
ル
コ
ー
ル

の
威
力
は
大
で
あ
る
。
カ
ク
テ
ル
の
マ
ル

ガ
リ
ー
タ
を
飲
み
、
ひ
げ
を
つ
け
る
と
厚

顔
の
別
人
の
感
じ
が
し
て
き
て
、
私
は
隊

列
の
一
つ
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
阿
波
踊
り
の

手
踊
り
を
し
て
、
広
場
を
一
周
し
た
。
見

物
人
達
は
妙
な
奴
が
…
と
思
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
は
、

行
進
中
、
私
は
時
々
天
を
仰
い
だ
り
地
べ

た
を
見
た
り
は
し
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
前
を

見
て
、
な
る
べ
く
見
物
人
達
の
方
を
見
な

い
よ
う
に
し
た
の
で
、
彼
等
の
反
応
が
全

く
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
旅
の
後
、
米
国
に
戻
り
数
日
し
て

日
本
に
帰
っ
て
き
た
。
イ
ン
フ
ル
の
ウ
ィ

ル
ス
は
、
寒
い
時
期
に
活
性
化
さ
れ
流
行

伝
幡
し
や
す
い
か
ら
、
今
回
の
流
行
に
は
、

か
の
オ
ア
ハ
カ
の
お
祭
り
が
感
染
拡
大
の

き
っ
か
け
に
も
関
与
し
た
の
か
な
、
と
ふ

と
思
っ
た
り
も
す
る
。

「
吾
行
青
」
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大雨時の通行止めの協力お願い大雨時の通行止めの協力お願い大雨時の通行止めの協力お願い
　下記区間は、落石や土砂崩れの恐れにより、大雨の場合通行止となります。
通行止め時にはこの区間内への進入ができません。
　通行止めの解除は、雨がやんでから２時間以上経過し、パトロールにより安全を
確認したあととなります。ただし、夜間は十分な安全確認が出来ませんので、翌朝にパトロールを
行い安全を確認したあとで解除になります。
　皆様のご協力をお願いします。

　◆ 全面通行止めとなる区間と条件
高知県越知町横倉～高知県仁淀川町森山（20.3km）
高知県仁淀川町森山～愛媛県久万高原町中津（6.7km）
愛媛県久万高原町中津～愛媛県久万高原町柳井川（6.1km）

　◆ 迂回路について
　国土交通省が指定する迂回路はありません。なお、他の道路も大雨による落石や土砂崩
れの危険性もありますので、道路情報を十分に確認してください。

　◆ 道路情報の問い合わせ先
国道33号 佐川国道維持出張所 （0889）22－1022
国道32・33・55・56号 土佐国道事務所 （088）884－0359
上記以外の国道、県道 高知県土木部道路課 （088）823－1111
高速道路 西日本高速道路㈱四国支社 （087）823－2111

　◆ 携帯電話での道路情報提供 ※降雨状況も確認できます。

i-mode

ｉメニュー
▼

メニューリスト
▼

四国メニュー
▼

交通／地図／旅行
▼

四国の道路情報

EZweb

トップメニュー
▼

メニューリスト
▼

地域別情報
▼
四国
▼

交通・旅行
▼

四国地区道路情報

Yahoo! ケータイ

メニューリスト
▼

地域メニュー
▼
四国
▼

交通・グルメ
▼

道路情報
▼

四国地区道路情報

（通行止め条件）

：連続雨量250㎜
：連続雨量250㎜
：連続雨量250㎜

２次元バーコードから

アクセス▼▼▼▼

国土交通省より国土交通省より

高知労働局より◆ 

主
な
改
正
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大

● 

短
時
間
就
労
者
及
び
派
遣
労
働
者
の
方
の
雇

用
保
険
の
適
用
基
準
を
緩
和
し
、
適
用
範
囲

を
拡
大

★
１
年
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ
と

⬅

【
新
】 

６
か
月
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る

こ
と

★ 

１
週
間
当
た
り
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時

間
以
上
で
あ
る
こ
と

２  

労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
離
職
し
た
有
期
契
約
労
働
者
に
対

す
る
基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
の

緩
和
と
所
定
給
付
日
数
の
拡
充

●
受
給
資
格
要
件
を
緩
和

　

被
保
険
者
期
間
12
か
月

⬅　
　
　
　
　
　

　

６
か
月（
解
雇
等
の
離
職
者
と
同
様
の
扱
い
）

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降

雇
用
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
！
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ね
ん
き
ん
定
期
便
（
現
役
加
入
者
あ
て
）

が
送
付
さ
れ
ま
す

－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納めるようにしましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けられています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず納付しない人に対して
は、財産の差し押さえを行うこともあります。

●
送
付
対
象
者

①
現
に
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
方

②
60
歳
未
満
の
共
済
組
合
加
入
者
の

う
ち
、
過
去
に
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
等
の
加
入
期
間
が

あ
る
方

③
60
歳
未
満
の
基
礎
年
金
番
号
を
有

す
る
方
で
、
制
度
未
適
用
と
な
っ

て
い
る
方

●
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
内
容

①
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
（
未

納
期
間
を
除
く
）

②
年
金
見
込
み
額

　

・ 

50
歳
以
上
の
方
は
、
将
来
の
年

金
見
込
額

　

・ 

50
歳
未
満
の
方
は
、
こ
れ
ま
で

の
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
額

③
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

④
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
月
別
状
況

（
厚
生
年
金
加
入
中
の
標
準
報
酬

月
額
・
賞
与
額
等
）

⑤
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
状
況
等

●
年
金
加
入
記
録
回
答
票

　

内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、
も
れ
や

誤
り
が
あ
る
場
合
は
同
封
の
回
答
票

に
て
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
の
ね
ん
き
ん
特
別
便

に
回
答
の
な
か
っ
た
方
、
58
歳
到
達

年
度
の
方
、
標
準
報
酬
月
額
に
極
端

な
増
減
の
あ
る
方
に
は
オ
レ
ン
ジ
色

の
封
筒
で
送
ら
れ
、
必
ず
回
答
し
て

い
た
だ
く
様
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
の
方

　

本
年
中
に
厚
生
年
金
受
給
者
の
方

へ
「
標
準
報
酬
の
お
知
ら
せ
」
の
送

付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
す

特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
10

月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら
、
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
納
税
方
法
が
変
更
と
な
る
も

の
で
、
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
今
年
度

か
ら
公
的
年
金
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
に

つ
い
て
は
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
給
与
と
年
金

所
得
の
あ
る
方
は
、
納
付
の
方
法
が
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、
前
年

中
に
公
的
年
金
を
有
す
る
方
で
、
当
該
年
度
の

初
日
（
4
月
1
日
）
に
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
。

＊
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
特
別
徴
収
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

●
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
金
給
付
の
年
額

が
18
万
円
未
満
の
場
合

　

●
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢
基
礎

年
金
給
付
の
年
額
を
超
え
る
場
合

　

●
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
対
象
者
で
な
い

場
合

　

●
賦
課
期
日
以
降
に
死
亡
・
転
出
し
て
い
る

場
合

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

問
い
合
わ
せ
先

日
高
村
役
場　

住
民
課

　

住
民
税
係☎24

－

５
１
１
１

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
税
額

　

公
的
年
金
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
の

所
得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額

※
公
的
年
金
以
外
の
給
与
等
の
所
得
に
係

る
所
得
割
額
は
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

実

施

時

期

　

平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
支
給
月

か
ら特

別
徴
収
の
方
法

●
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
っ
た
方

　

上
半
期
は
年
税
額
の
4
分
の
1
ず
つ
を

6
月
、
8
月
に
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口

座
振
替
に
よ
り
納
税
者
が
納
付
）
に
よ
り

徴
収
し
、
下
半
期
は
年
税
額
の
残
り
を
10

月
、
12
月
、
2
月
の
老
齢
基
礎
年
金
な
ど

の
支
給
月
ご
と
に
特
別
徴
収
し
ま
す
。

● 

前
年
度
特
別
徴
収
だ
っ
た
方
（
平
成
22

年
度
以
降
）

　

上
半
期
は
前
年
度
の
下
半
期
（
10
月
、

12
月
、
2
月
）
の
特
別
徴
収
税
額
の
3
分

の
1
ず
つ
を
4
月
、
6
月
、
8
月
に
特
別

徴
収
（
仮
徴
収
）
し
、
下
半
期
は
確
定
し

た
当
該
年
度
の
年
税
額
か
ら
上
半
期
に
特

別
徴
収
（
仮
徴
収
）
し
た
額
を
差
し
引
い

た
額
の
3
分
の
1
ず
つ
を
10
月
、
12
月
、

2
月
に
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
21
年
４
月
よ
り
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
現
役
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年
誕
生
月
に

お
送
り
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
大
切
な
年
金
記
録
を
正
し
い
も
の
と

す
る
た
め
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
確
認
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０

－

０
５
８

－

５
５
５
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
電
話
（
ひ
か
り
電
話
な
ど
）・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

☎
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
４
４
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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　４月。淡いピンク色に点在していた桜の花が見られた山々は、次第に新緑へと色を変
えています。学校では、まばゆい感じがする買ったばかりのランドセル、黄色のランド
セルカバー、帽子が１年生の教室にきちんと並んでいます。
　１年生は入学式、１年生を迎える会を終え、「入学して初めての○○」という活動が多
い日々です。
　加茂中学校と合同で行った朝の集会、家庭訪問、参観日と「初めて」が続いています。
　４月28日火曜日、１年生にとって初めての遠足の日。行き先は日高総合運動公園。
　目的は縦割り班で協力して活動することで、児童相互の親睦を図るものです。出発時
から現地でのレクリエーション、食事の時間等ほとんど縦割り班での活動が盛り込ま
れています。
　９時前、運動場に集合。出発前の諸注意が終わった後、それぞれ２列になり班
ごとに出発です。６年生が１年生の手を取り、話しかけながら世話をします。

　途中、歩く速さが異なり列はだんだん
と長く続くようになりました。国道から運
動公園へ向けて水田の横を通る道へと曲が
りました。
　そこには、田植え前の水が張られた水田、植
えてすぐの苗が黄緑色をして根を張ろうとしている水
田、日光を受けて緑濃くなった水田。稲の成長過程が一目で分かるように並ん
でいる水田の横を通る時、子どもの中から農作業をしている人に「おはようご
ざいます。」の元気なあいさつが響きました。それに答えて、田んぼの中から
作業の手を止めてにこやかに返事が返ってきました。気持ちのいいあいさつの
やりとりが水田の上を行き来しました。

　目的地に到着して、班対抗のゲームを行いました。最初はペットボトル倒し。サッ
カーボールを蹴り、前方のペットボトルを何本倒せるかというものです。蹴る順番
になった班は全員ボールを蹴りますが、うまく蹴れなかった下級生に対しても励ま

しの声が聞こえていました。一方、応援の班
からは何本倒せるか関心があるばかりでなく、
「がんばれー。」の声援があがっていました。
　２つ目のゲームは綱引きでした。それぞれ
の班、全員で力一杯引きますが、下が芝生な
ので滑ってしまう班も見られました。
　少し自由時間があり、それぞれの遊具で遊
んだ後、班ごとに集まって食事です。
　食べ終わると、お菓子を食べたり、遊具で遊んだりして過ごしました。
　１時前、集合時間になり、ゴ
ミ拾いをして地区ごとに並び直
してそれぞれの地区方向に歩き
始めました。
　上級生と下級生、同学年での
友だちといっしょに楽しいひと

ときを過ごし、帰り道でも「さよなら。」「バイバイ。」の声が田んぼの
上を響き渡りました。
　上を見上げると、５月を思わせる空が一面広がっていました。

～ 歩いて総合運動公園へ ～春 の遠足

７ 月 は 加 茂 中 学 校 で す

加茂小学校加茂小学校加茂小学校
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第121号　2009.６.１　日高村立図書館

一般書

５月新刊案内

６月に入る本

児童書

４月の入館者数

559人

13日（土）　おはなしの森（朗読ひだか）
 　　1 4 : 0 0～ 1 5 : 0 0
20日（土）　民話と紙しばいのへや（パラソル）　
 　　1 4 : 0 0～ 1 6 : 0 0

「くじら組」山本一力／「モダンタイムス」伊坂幸太郎
「天皇陛下の全仕事」山本雅人／「Box！」百田尚樹  他

コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信

★ パラドックス13  　東野圭吾　　　　　
13秒後の過酷な世界。究極の人間ドラマ。

★ プリンセス・トヨトミ  　万城目学  　　
　「大阪全停止」！？。前代未聞のエンターテインメント。

★ 天使と悪魔  　ダン・ブラウン　　
　「ダ・ヴィンチ・コード」の前作。映画公開中です。

★ 心と響き合う読書案内  　小川洋子  　　　
　芥川賞作家が若い読者へおくる本の味わい方。

「資本主義はなぜ自壊したのか」／中谷巌
　地方の疲弊や格差社会をもたらしたものの正体と
は何か。そして構造改革の旗振り役だった著者がな
ぜ「転向」したのか。古き良き日本への単なる懐古
ではなく、世界各国の文化的背景も考察しながら、
戦略的に日本を再生させるための提言。グローバル
資本主義という怪物に鎖を付けようとの力強さは、
自戒の念の深さを物語る。

　「読みたい本が置いていない…」とあきらめてい
ませんか？お探しの本が当館にない場合は、少々時
間はかかりますが、県内の公立図書館を探して借り
ることができます。【貸出⇔返却】も当館でできます。
お気軽に声をかけてください。

　返却期限は過ぎていませんか？たくさんの方に本
を手渡したいので、返却日をお守りください。よろ
しくお願いします。返却期限が過ぎている方には連
絡をさせていただきます。

　一部の紹介です。毎月入
る本のリストについては図
書館と役場で配布の「図書
館回覧板」をご覧ください。

★ きになるともだち
★ デモナータ　8幕 　狼島
★ 森はオペラ
★ 「美しい」ってなんだろう？

内田麟太郎

Darren Shan

姉崎一馬

森村泰昌

 ６月の予定

○ 開館時間　午前10時～午後６時
○ 休 館 日　月曜日・祝日・年末年始

○ 貸　　出　ひとり５冊まで、２週間

　 日高村本郷192　　　 20－1533

◆ 図書館利用案内 ◆

（予定）

　休館日カレンダーやイベントなど、図書館につ
いてのお知らせは日高村教育委員会のホームペー
ジでもご覧いただけます（更新は月一回予定）

http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/

今月のピックアップ

ないなぁ～とあきらめないで！ないなぁ～とあきらめないで！

次の方が待っています次の方が待っています

ないなぁ～とあきらめないで！

寄贈ありがとうございました

次の方が待っています

４月の読み聴かせ月の読み聴かせ４月の読み聴かせ

おはなしの森
「朗読ひだか」

民話と紙しばい
のへや

「パラソル」

沖名　横山　明夫　様
日高読もう会　様

ありがとう

６６月
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　

寸
評　

い
ち
び

○
わ
ん
ぱ
く
児

　

入
学
式
は
つ
か
れ
気
味　寺田　

信
子

　

父
や
母
に
付
き
添
わ
れ
た
新
入
生
が
、

緊
張
し
た
中
に
も
、
よ
ろ
こ
び
を
か
く
し

き
れ
な
い
様
子
は
、
か
わ
い
ら
し
い
も
の

で
す
。
ふ
だ
ん
、
動
き
回
っ
た
り
、
わ
る

さ
を
し
た
り
し
て
い
た
腕わ
ん

白ぱ
く

も
、今
日
は
、

か
し
こ
ま
っ
て
い
る
入
学
式
で
す
。

○
川
の
石
形
色
色
水
ぬ
る
む

 

山
中　

芳
子

　

春
に
な
っ
て
、日
ざ
し
が
暖
か
く
な
り
、

水
の
色
や
、
動
き
に
も
、
な
ん
と
な
く
ぬ

る
ん
で
き
た
感
じ
が
す
る
の
を
水み
ず

温ぬ
る

む
と

い
い
ま
す
。水
辺
に
佇た

っ
て
い
る
作
者
が
、

い
ろ
〳
〵
な
石
の
形
に
興
味
を
も
っ
た
と

こ
ろ
に
、
こ
の
句
の
お
も
し
ろ
み
が
あ
り

ま
す
。

○
ラ
ン
ド
セ
ル

　

重
い
重
い
と
新
入
生

 

山
中　

静
江 

　

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
、
小
さ
い

背
中
を
は
み
だ
し
て
い
る
一
年
生
は
、
よ

ろ
こ
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 〝
重
い
重

い
〞
に
う
れ
し
い
気
持
が
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
初
音
聞
き

　

見
上
げ
る
山
に
川
の
音

山
本
眞
知
子 

　

二
月
の
初
め
頃
、
そ
の
年
に
初
め
て
聞

く
鶯
の
声
を
初は
つ
ね音
と
い
い
ま
す
。
そ
の
初

音
で
、春
が
来
た
こ
と
を
知
る
の
で
す
が
、

そ
こ
で
、
見
上
げ
た
山
に
も
、
川
の
音
に

も
、
春
を
感
じ
と
り
ま
し
た
。

○
卒
業
の
青
空
広
く
親
子
笑
む

野
村　

近
子

　

人
生
の
一
区
切
と
し
て
の
卒
業
式

は
、
卒
業
生
に
と
っ
て
も
、
父
母
に

と
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感
ず
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
句
は
、
卒
業
式
が

す
ん
で
、
広
々
と
し
た
青
空
を
見
上
げ

な
が
ら
、
親
子
で
、
く
つ
ろ
い
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“梅雨”です。
日　時　平成21年６月８日㈪　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

池野いちび選

片
岡　

幸
枝

風
船
も
結
び
し
文
も
そ
れ
っ
き
り

峡
の
田
を
植
ゑ
て
寛
ぐ
老
夫
婦

柏
井　

皓
子

植
う
る
田
の
水
面
に
濁
り
広
ご
り
ぬ

も
て
な
し
の
一
つ
は
香
る
新
樹
風川

瀨　

晴
恵

今
日
か
ら
は
中
学
生
や
初
つ
ば
め

一
村
の
田
植
終
り
て
青
い
風

島
田　
　

瞳

田
植
機
を
下
ろ
し
ト
ラ
ッ
ク
帰
り
け
り

水
口
に
残
り
苗
置
き
田
の
広
し

駒
木　

基
克

ス
リ
ッ
パ
の
ぺ
た
ぺ
た
が
好
き
入
園
児

田
植
機
に
焼
酎
二
合
吊
る
し
け
り中

村　

梅
子

蓮
浮
葉
風
と
は
別
の
揺
れ
の
あ
り

風
と
ば
す
と
て
水
足
し
て
ゐ
る
植
田

中
山　

美
根

昼
か
ら
は
向
を
変
へ
た
る
鯉
幟

強
風
の
治
ま
り
田
植
日
和
か
な

浜
田　

博
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
の
ま
あ
る
い
夢
の
中

植
ゑ
終
へ
し
田
に
さ
み
ど
り
の
風
渡
る

橋
詰
登
志
子

虹
の
橋
中
の
己
に
気
付
き
け
り

日
曜
日
村
中
田
植
の
音
の
中

池
野
い
ち
び

田
植
機
の
父
を
呼
び
つ
つ
手
を
振
る
子

草
取
を
た
の
し
み
な
が
ら
終

ひ
も
す
が
ら日

南
部
紀
代
子

○
す
ず
め
の
子
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
し
て
後
先
に

　

巣
立
ち
し
た
雀
の
子
が
、
餌
を
も
ら
い
な
が

ら
、親
雀
と
遊
ん
で
い
る
の
は
か
わ
い
ら
し
い
。

　
〝
雀
の
子
そ
こ
の
け
〳
〵
御
馬
が
通
る
〞（
一

茶
）
な
ど
の
句
の
よ
う
に
、
雀
の
子
は
、
人
に

親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
掲
句
も
、
ま
た
雀
の
子

を
や
さ
し
く
見
つ
め
て
い
る
。

岩
村　

さ
と

○
佛
前
の
写
真
微
笑
む
桜
餅

　

桜
の
葉
の
香
が
移
っ
て
い
る
桜
餅
は
、
風
味

が
あ
り
、
い
か
に
も
春
ら
し
さ
を
感
じ
る
。

　

そ
の
桜
餅
を
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人

の
遺
影
の
前
に
供
え
て
、
春
が
来
た
こ
と
を
告

げ
な
が
ら
、
そ
の
人
の
あ
り
し
日
を
偲
ぶ
。

濱
田　
　

幸

椎
若
葉
山
家
を
包
み
競
り
上
ぐ
る

は
い
廻
り
泣
い
て
親
呼
ぶ
雀
の
子伊

野
部
哲
也

ま
だ
色
を
残
せ
る
峡
の
余
花
に
遭
ふ

北
添　

正
子

野
い
ち
ご
を
べ
ん
と
う
箱
に
盛
り
上
げ
て

赤
牡
丹
白
き
雨
傘
さ
し
か
け
て

鎮
西　

美
緒

田
植
機
の
行
け
ぬ
角
だ
け
植
ゑ
に
け
り

直
線
に
鍬
を
あ
や
つ
り
畦
を
ぬ
る
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長い一日でした。
ヘトヘトでした
が、「よく頑張っ
たね！」と自分
たちをほめてや
りました。

　私のアルバム
にまたしても素
晴らしい１ペー
ジが加わりまし
た。日本という
国、そしてそこに住む人たちが大好き！日本
の美はずっと私の心をとらえて離しません。
とても幸せ！
　 
　ゴールデンウィークが終わり、元気な子ど
もたちの前で英語の授業ができることをとっ
てもうれしく思います。このような機会を与
えてくださり感謝しています。
ありがとう。

※順不同・敬称略。

　ご家族の同意をいただいた方のみ

掲載しています。

日高村の交通事故
発生状況

平成21年１～４月分（４月）
人身事故　　13件（４件）
死　　者　　０名（０名）
傷　　者　　15名（４名）

日高村の人口

４月末現在
（前月比）

世帯数 　 2,473　（＋４）
人　口 　 5,869人（－７人）
　　　 男 2,773人（－５人）
　　　 女 3,096人（－２人）

Village NowVillage Now

氏　名 享年（満） 自治会

戸梶　俊夫 80歳 中村

畠山千代子 99歳 折月南

森下　　直 77歳 北込山

森本　滿枝 88歳 木屋ケ谷

青木　幸子 80歳 鍛冶屋

山本二三男 71歳 西田四班

お誕生お誕生

おめでとうございますおめでとうございます

戸梶未沙姫（みさき） 女
お誕生日 ４月26日
保護者 友営　自治会 北込山

　

４
月
27
日
㈪
東
部
児
童
館
で
若
葉

子
ど
も
会
の
新
入
生
歓
迎
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

日
下
小
学
校
の
先
生
方
や
保
護
者

の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
今
年

入
学
し
た
ば
か
り
の
ピ
カ
ピ
カ
の
１

年
生
た
ち
は
み
ん
な
か
ら
の
拍
手
に

迎
え
ら
れ
、
少
し
緊
張
し
た
表
情
で

し
た
が
大
き
な
声
で
自
己
紹
介
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
上
級
生
も
自

己
紹
介
を
行
い
記
念
写
真
終
了
後
、

楽
し
く
会
食
を
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
が
終
わ
っ
た
後
も
上
級
生

た
ち
に
遊
ん
で
も
ら
い
、
し
ば
ら
く

野
球
や
遊
具
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新
１
年
生
た
ち
は
こ
れ
か
ら
保
育
園

で
は
経
験
の
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

学
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
新
し
い
こ
と
に
も
果
敢
に
挑
戦

し
て
い
っ
て
元
気
に
成
長
し
て
い
く

姿
を
見
守
り
た
い
で
す
ね
。

初めての自転車旅行
でした　　　　　　

　こんにちは！高知の「あつい」夏がき
ましたね！　さぁ、サーフィンに、泳ぎに。
海がよんでいます！

　皆さん、ゴールデンウィークはいかがお
過ごしでしたか？夏本番前のすごしやすい
気候のもとでそれぞれ楽しんだことと思い
ます。私は…ともだちと宮崎県へ自転車旅
行に行ってきました！のんびり景色を眺め
られるし、環境のためにも自転車は最高で
す。私たちふたりにとっては初めての自転
車旅行だったので、あえて山道ではなく平
らな道を選びました。フェリーで佐伯港に
着いてから目標の青島までずっと海岸沿い
を走りました。夜はその都度テントを張っ
て自炊をし、毎日きれいな海岸や青島の
島々を見て感激しました。一番長い道のり
は何と！ 135キロ以上で、それはそれは
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